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「テクニカル分析を疑え」

株価変動を予測する方法としてファンダメンタル、テクニカル、アノマリー、外部環境
などいくつかあげられます。

その中で株価分析ソフトを使う私たちは、テクニカル分析に基づいて行動している事が
多いと思われます。

さて、そのテクニカル分析ですが、書籍やネットの記事から学んだ事が儲けにつながる
かというとそうでもありません。

盲目的に、載っている事を信じて行動すると痛い目に遭います。

一般論に惑わされない事が必要となります。

鵜呑みにせず、本当にそうなのかと疑ってみましょう。

ＪＰ法ソフトには、検証という機能がありこれを使えば、各種テクニカルを丸裸にする
ことが出来ます。

特にＪＰ２０００ソフトでは、絞り込み検索の項目について検証する事が出来ますので、
一般的なノウハウが果たして役に立つのか、立たないのかを調べる事が可能です。

テクニカル指標のはじめの一歩として、移動平均線やＲＳＩ、ＲＣＩ、ＭＡＣＤ、スト
キャスティックスなどがあげられます。

それらの指標は、こうなったら買い、こうなったら売りと基本的にいわれていますが、
本当にそうなのでしょうか？

例えば、ＲＳＩ。相対力指数です。

株価は、上がったり下がったりするものですが、指定した期間の中で、こうしたアップ
ダウンの値動きの内、上昇幅は何％なのか？というものです。

これが、上昇幅ではなく、上昇した日数だと、サイコロジカルラインとなります。

よく使われる期間は１４日です。

そして、３０以下で買い、７０以上で売りといわれています。

では、３０以下で買った場合、どのくらい儲かる可能性があるのでしょうか？

それを調べる事が出来るのがＪＰ法ソフトです。

ＷＯＲＫ分析メニューから検証を使います。
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■ＲＳＩ（相対力指数）を調べる

周期１４日 ３０以下で買ったらどうなるの？

ＷＯＲＫシートだとこういう設定となります。

※７１番シートに作りました。

アベノミクス以降、順調に上昇しているＪＡＳＤＡＱ市場について調べてみます。
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検証画面の設定

仕掛けてから、およそ一ヶ月である２０日先までの値動きを調べてみました。
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結果

※検証プログラムは、５％未満の上昇率については、ダメと表示しています。

仕掛けたものの内、およそ４３％については、ダメでした。

確率的には、良くないといっていいでしょう。

この１年間右肩上がり、押し目をつくりながら上昇しているＪＡＳＤＡＱ銘柄でも、芳
しくない結果です。

では、３０以下ではなく、３０以下で上向いたという条件ではどうでしょうか？
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周期１４日 ３０以下で上向いた

結果

合格してくる銘柄は、一気に減少しましたが、結果は同じくらいです。

条件を色々と変更してみましょう。
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周期１４日 ２０以下

周期１４日 ２０以下で上向いた
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周期 ２８日 ３０以下で上向いた

周期 ２８日 ２０以下で上向いた
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周期 ７日 ３０以下で上向いた

周期 ７日 ２０以下で上向いた
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「周期 ２８日 ２０以下で上向いた」という条件のダメが、およそ３８％なので、わ
ずかに改善したといったところですが、褒めたものではありません。

●結論 ＲＳＩでＸＸ以下から上向いて買いという条件だけでは使えません。

使えない・・・。という事を知っただけでも役立つはずです。こういう検証結果を知ら
ない投資家達は、ＲＳＩが３０以下だから買おうか。となっている向きも多いはずです
から。

検証プログラムはこのように使います。お試し下さい。
絞り込み検索について、検証したい向きはＪＰ２０００ソフトをご利用下さい。

■弾性値 周期１３日 －１０以下で上向いた

※７２番シートを使いました。

結果
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合格数グラフ

合格数が５銘柄以上の時のみに仕掛けたらどうなるか？

ＪＰ２０００ソフトを使用

■ＪＰ分析検証

検証を実行する前に、下記のことをしておく。

・ＪＰシート日足７２１番に短弾－１０以下でＶ字という条件をセット。

・ＷＯＲＫ分析の合格数検索で、あらかじめ７２番を実行
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結果

仕掛けてからおよそ９５％の銘柄は、＋５％以上上昇した事が分かります。

仕掛けるタイミング、数は少ないですが、実際はこれくらいに絞ったほうがいいでしょ
う。


